
「基本方針」の具体的取組の「評価」及び「令和５年度末に向けた具体的取組内容」（県立学校）

２　教職員の専門性を踏まえた総業務量の削減

○教育委員会が主催する研修及び会議の見直しによる縮減

根拠

根拠

○学校への調査や県教育委員会による訪問等の縮減の推進

根拠

根拠
スクラップの
徹底

調査の縮減

研修アン
ケートのＩＣＴ
活用

評価 ○ 非集合型による研修　Ｒ４年度：計44/78回実施

評価 ○ ・研修後のアンケートのＩＣＴ活用状況　全研修において実施

・年次研修の体系に係る検討委員会
・新たな育成指標に対応した研修体系の在り方についての検討
・各年次研修　実施協議会研修の内容、計画の検討
・周知・通知

・研修アンケートの実施について、ＩＣＴを活用
・効果・検証

評価 ○ 調査本数約10％減

評価

「評価」及び「令和５年度末に向けた具体的取組内容」

令和５年度末までの取組内容

・管理職から調査内容について意見聴取
・令和５年度の実施状況を集約
・抽出・隔年調査の検討

・引き続き、各課で年２回スクラップを報告

令和４年度末までの取組内容 ・教育局各課で年２回のスクラップを実施

令和５年度末までの取組内容

令和４年度末までの取組内容
・令和４年度実施の調査本数及び回答に係る所要時間について各課の状況を集約
・調査締切日集約及び発出方法の統一化について学校へ周知

令和５年度末までの取組内容

本委員会で２回目のスクラップ提示

令和４年度末までの取組内容 ・研修後のアンケートのＩＣＴ活用状況　全研修において実施する予定

令和５年度末までの取組内容

・実施後の状況やアンケートの意見を参考に、令和４年度の研修内容について
　精査、改善を行った。
・オンラインによる研修実施状況　Ｒ３年度：計13/78回実施
・実施後の状況アンケートの意見を参考に、令和５年度の研修内容を精査、改善
・オンラインによる研修実施状況　Ｒ４年度：計42/78回実施予定

「評価」及び「令和５年度末に向けた具体的取組内容」

令和４年度末までの取組内容

主な取組

主な取組

項目

項目

年次研修の
精選等

○

【県（☆）】年次研修の内容について精選を行いま
す。また、機関研修に関しては、オンラインなど、負
担軽減の方法等について検討します。
（高校教育指導課、特別支援教育課）

【県・学校（☆☆☆）】引き続き、スクラップアンドビル
ドを原則とし、更に年２回、教育局各課でスクラップ
を徹底することとします。また、各学校においても、
教育効果を踏まえながら取り組みます。
（全課、県立学校人事課）

【県（☆）】研修時のアンケートの実施について、ＩＣＴ
の活用による負担軽減を図ります。また、アンケート
の縮減も進めます。
（高校教育指導課、特別支援教育課）

【県（☆☆☆）】各課が行う学校への調査について
は、年間本数を２５％減（令和３年度比）を目標とし
ます。また、効率的な方法（学校への発出方法を統
一化、アンケートシステムによる回答、鑑文省略、簡
素化等）で調査を実施します。
（全課、県立学校人事課）



「基本方針」の具体的取組の「評価」及び「令和５年度末に向けた具体的取組内容」（県立学校）

根拠

根拠

○教職員の専門性の観点から優先順位を付けて業務を削減

根拠

根拠

学校訪問に
おける負担
軽減

勤務時間外
の恒常的な
教育活動の
検証

実践事例集
（「埼玉県業
務改善スタン
ダード」）の
周知・活用

項目

評価 ○ 4,11,12月の時間外在校等時間が合わせて８時間縮減（R3→R4　コロナの影響がなく同条件である月で比較）

令和４年度末までの取組内容

＜県＞
・実践事例集（「業務改善スタンダード」）を４月校長会議にて周知
・各校の効果的な取組について情報収集
＜学校＞
・各校の実情を踏まえ、スタンダードを踏まえた取組の推進

＜県＞・各校の実践事例を紹介
・他県・各校の状況を確認　　　・状況により個別対応
＜学校＞・他校の実践事例を踏まえ、取組を推進

＜県＞・校長会議で勤務時間を意識した勤務環境の改善に取り組むよう指導
・勤務時間の前後にある業務についてどのような工夫を行っているのか等情報収集
・各校の状況を把握するとともに、個別に支援
＜学校＞
・時間外の恒常的な取組について確認・検証

予定どおり進捗した取組は、６割程度

評価 ○ 14校中、11校を授業公開

令和５年度末までの取組内容
令和３年度から実施している高校教育指導課訪問を令和６年度まで実施
（令和５年度までの３年間で全県立高等学校を訪問する予定であったが、新型コロナウイルス感染症の関
係で予定通り実施できず、令和６年度で終了予定）

令和５年度末までの取組内容

令和５年度末までの取組内容

令和４年度末までの取組内容

令和４年度末までの取組内容

・令和４年度は、１４校の訪問を実施。その内、１１校については学校の希望により研究授業を実施せず、公
開授業のみ
・３校については、学校からの要望により研究授業を実施
・学校からの要望について集約

令和５年度末までの取組内容

・点検方法等の検証
・内容（日程）の簡素化の検討
・要望の把握、反映
・情報収集、校長会等での情報提供

＜県＞・効果的な取組を学校へ周知
・各校・他県の効果的な取組の情報収集
＜学校＞・評価・検証、他校の実践事例を踏まえた取組

評価 ○ 計画通り実施した。

令和４年度末までの取組内容

・令和３年度　４８校計画　１５校実施　（新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、未実施校３２校は
令和４年度に実施）
・令和４年度　３２校計画　７校実施済み。今後２５校を訪問。学校からの要望等の把握に努める

「評価」及び「令和５年度末に向けた具体的取組内容」
評価 △

主な取組

【県（☆☆）】高校教育指導課による学校訪問では、
授業視察を必須とはせず、各学校における教育課
程の現状や課題、ＩＣＴ活用や学習評価及び授業改
善に向けた取組状況を管理職から聴取するなど、
教職員の負担にならないように努めます。
　学校訪問では、学校からの要望等の把握につい
ても努めます。
（高校教育指導課）

　特別支援教育課による学校訪問では、今後も研
究授業を実施しないことを可能とし、学習指導案は
略案でも可とするなど、負担軽減に継続的に取り組
みます。
　学校訪問では、学校からの要望等の把握につい
ても努めます。
（特別支援教育課）

【県・学校（☆☆☆）】県として、各学校の業務改善の
取組事例を収集し、管理職に対して実践事例集
（「埼玉県業務改善スタンダード」）として周知しま
す。活用の際は、学校の実情を踏まえるとともに、
校内の共通理解を図ることに留意するよう管理職を
指導します。
（県立学校人事課）

【県・学校（☆☆☆）】勤務時間開始前及び終了後に
恒常的に行う教育活動がある場合には改めて検証
し、その結果に応じて勤務時間を意識した勤務環境
の改善に取り組むよう校長への指導・助言を行いま
す。
（県立学校人事課）



「基本方針」の具体的取組の「評価」及び「令和５年度末に向けた具体的取組内容」（県立学校）

根拠

根拠

根拠

根拠
公簿類の電
子化検討

県への提出
書類の電子
化推進

「ノー部活
デー」の設定

部活動数の
精査、複数
顧問による
効果的な指
導体制の助
言

・表簿等の電子化の範囲を検討（全課）
・検討結果を各校へ通知予定

・引き続き、電子化できる公簿等について検討

令和４年度末までの取組内容
・全課に対し、学校が紙で保管している公簿等の電子化検討について働き掛け
・検討結果を各校へ通知予定

令和５年度末までの取組内容

・各課において、引き続き、電子化できる提出書類について検討

評価 ○ 全ての学校でノー部活デーを設定。

評価 ○ 電子提出となっていないものを把握。電子での提出を検討

評価 ○ 部活動指導員（運動・文化）２０名中２０名配置　運動部活動サポート事業１１０名中１１０名配置

令和４年度末までの取組内容

・全課に対し、学校からの提出書類の電子化の検討について働き掛け
・公簿等の電子化について検討
・検討結果に基づき、提出書類を電子化（担当課から学校に依頼）

＜県＞・校長会議で設定及び６月からの実施について指示
・各校の効果的な取組について情報収集
＜学校＞・６月からの設定、実施を開始
・評価・検証を踏まえ、令和５年度の設定

令和５年度末までの取組内容

令和５年度末までの取組内容

＜県＞・効果的な取組を学校へ周知
・各校の取組状況把握
・他県の部活動に関する取組の情報収集
・当課及び関係課から趣旨について学校に周知
＜学校＞・評価・検証及び他校の取組を踏まえ各校で実施
・評価・検証　　・次年度設定

令和４年度末までの取組内容

１　令和４年度高等学校体育に関する調査を実施
⑴運動部活動加入状況
【令和３年度】４９，８０２人（加入率）４８．１％
【令和４年度】４７，７９６人（加入率）４７．１％
⑵文化部活動加入状況
【令和３年度】３８，６６５人　加入率３６．０％

２　外部指導者の活用状況
⑴部活動指導員活用事業（実績）（運動部のみ）
【令和３年度】８校８名【令和４年度】１６校１６名
⑵運動部活動サポート事業の活用（実績）
【令和３年度】９７名【令和４年度】１１０名

３　部活動実施状況調査を実施し、学校への指導・助言
　令和２年度　５校　　令和３年度　４校　　令和４年度　４校

＜高校＞
・学校の現状を把握する。
＜特別支援学校＞
・各校の取組状況について把握

令和５年度末までの取組内容

・校長会等における部活動の精査の推奨
・他都県との情報交換の継続
・学校訪問を継続し、現状数を学校へ周知
・有効な体制を構築した学校を紹介

令和４年度末までの取組内容

△評価

【県（☆☆）】学校規模に応じた部活動数の精査や
複数顧問による効果的な指導体制などについて、
必要に応じて助言を行います。
（県立学校人事課、保健体育課、高校教育指導課、
特別支援教育課）

【県・学校（☆☆）】各校で状況を踏まえた「ノー部活
デー」を設定し、教員の負担軽減を図ります。
（県立学校人事課、保健体育課、高校教育指導課、
特別支援教育課）

【県（☆☆）】学校の負担軽減の観点から、全課で、
学校から県への提出書類の電子化を進めます。
（全課、県立学校人事課）

【県（☆☆）】押印廃止に伴い、現在、紙で保管して
いる公簿等について、電子化できる範囲を検討し、
学校の負担軽減を図ります。
（全課、県立学校人事課）



「基本方針」の具体的取組の「評価」及び「令和５年度末に向けた具体的取組内容」（県立学校）

根拠

根拠

根拠

根拠

根拠

根拠

学校徴収金
等のキャッ
シュレス化推
進

中学校訪問
の縮減、進
学フェア等の
縮減への働
き掛け

研究団体主
催の会議等
の効率化・オ
ンライン化

県主催の会
議等の動画・
オンライン化

交流事業に
おける負担
軽減

4月13日の県立学校等校長会議で説明

令和４年度末までの取組内容
・年度当初、全課に対し、各課の計画に基づき、会議、説明会等を動画・オンライン（５０％以上）で実施する
よう連絡

令和４年度末までの取組内容

・校長会において、過度な負担とならないよう説明
・進学フェア等のイベントについて、日程縮減等について主催団体へ働き掛け（よみうり進学メディア主催「彩
の国進学フェア」は中止）
・引き続き、校長会等において丁寧に説明

令和５年度末までの取組内容

令和４年度末までの取組内容

・令和４年４月校長会議の指示連絡にて
　令和４年４月１日付け教県第１１０４号「『学校における働き方改革基本方針』の改定について（通知）」を確
認の上、適切な対応を指示
・取組内容の趣旨について改めて中学校、高校に対して説明を徹底

令和５年度末までの取組内容
・引き続き、「出前授業」について負担軽減と中高連携の両面を踏まえ、校長会で説明

評価 ○ R3調査をもとに評価。R4も達成の見通し

令和４年度末までの取組内容

・学校徴収金等について、口座振替など現金以外の方法による徴収に切り替えるよう通知を発出（R4.4.1教
県第1089号）
・各校の口座振替及び口座管理の状況について把握
・キャッシュレス化に関する情報収集

評価 ○ 令和４年度の動画・オンラインは61.0％で実施

評価 ○ 口座振替条件登録票等(R4)。年度末に調査をして確認

・埼玉県公立高等学校入学者選抜説明会にて周知
・市町村教育委員会の担当者に説明

・埼玉県公立高等学校入学者選抜説明会及び市町村教育委員会の担当者が集まる会議にて周知済

評価 ○

・引き続き、中高双方の負担を考え、高校教員による中学校訪問の縮減について校長会で説明
・引き続き、進学フェア等のイベントについて、実施団体に教員の負担軽減の観点から働き掛け

令和４年度末までの取組内容

・全課に対し、関係研究団体への会議等の効率化・オンライン化について依頼するよう働き掛け
・関係研究団体の動画・オンラインとの活用状況を把握
・関係研究団体へオンライン等の活用状況等を周知(当該団体及び全体の状況）。関係研究団体へ更なるオンライン
化等について働き掛け

令和５年度末までの取組内容

・集会許可の際、実施形態について留意し許可
・各団体の実施形態・縮減状況の把握
・実施の状況を関係団体へ周知

評価 △ 令和４年度の動画・オンラインは7.9%で実施

評価 ○ 4月13日の県立学校等校長会議で説明

令和５年度末までの取組内容
・学校徴収金等の口座振替の推進
・学校徴収金等のキャッシュレス化に向けた検討及び検討結果を踏まえた取組の実施

令和５年度末までの取組内容
・５０％以上を動画・オンラインで実施予定

令和４年度末までの取組内容

令和５年度末までの取組内容

【県・学校（☆）】高校の生徒募集に係る取組につい
ては、高校と中学校双方において過度な負担となら
ないよう配慮することが必要です。
　高校の教員による中学校訪問については、引き続
き、全高校で時期や回数、方法を見直すことで縮減
を図ります。
　また、各団体が行っている進学フェア等のイベント
について、高校の負担軽減が図られるよう、日数や
開催時間の縮減、開催時期の調整等を主催団体に
働き掛けていきます。
（高校教育指導課）

【県・市町村・学校（☆）】交流事業（「上級学校訪問」
や「出前授業」など）を実施する場合、高校の負担に
配慮して実施するよう、市町村教育委員会に働き掛
けます。
（義務教育指導課）

【県（☆）】研究団体主催の会議等においては、効率
化・オンライン化など、実施方法の工夫・改善を行い
ます。
（全課、県立学校人事課）

【県（☆☆）】令和３年度に実施した県立高校授業料
等口座振替システムの改修等により、学校徴収金
等の徴収について、キャッシュレス化を推進します。
（県立学校人事課、財務課）

【県（☆）】県が主催する会議、説明会等において
は、実施内容を踏まえて教育局全課で動画・オンラ
イン（５０％以上）での実施を推進し教職員の負担軽
減に繋げます。また、会議資料の縮減や電子化に
ついても対応します。
（全課、県立学校人事課）

　特に、出前授業の参加については、高校の教職
員の出張を伴うなど負担が大きいことから、これま
で受け入れを見合わせることとしておりました。今
後、教職員の業務や日課等に十分配慮できる場合
に限り、専門高校等の体験的な内容を伴う出前授
業や高校の教育活動の説明をする場合について受
け入れることができます。
（高校教育指導課）



「基本方針」の具体的取組の「評価」及び「令和５年度末に向けた具体的取組内容」（県立学校）

根拠

根拠

根拠
特別支援学
校高等部入
学選考の負
担軽減

日本学生支
援機構の奨
学金事務の
負担軽減

警察学校研
修の負担軽
減

評価

実施予定校数を削減したため

・教頭連絡会をとおして、昨年度実施した入学選考の課題などの点検
・受検日程の見直し

【県（☆）】特別支援学校で行っている警察学校研修
の受入れについては、希望のない学校について
は、実施しない取扱いとします。
（特別支援教育課）

【県（☆）】引き続き、特別支援学校高等部入学選考
における教職員の事務負担軽減を図るため、入学
選考実施後に学校から状況を確認し、その内容を
踏まえた取組を検討します。
（特別支援教育課）

令和５年度末までの取組内容

令和４年度末までの取組内容

・警察学校の受入時間の縮減について検討
・受入時間を縮減した上で実施

・学校の要望を受け検討
・入学選考関係通知等の精査

令和４年度末までの取組内容
・各校の状況を踏まえ国に負担軽減について働き掛け（①学校の関与をより一層減らし、機構と保護者の直接の対応
を原則とすること、②保護者からの問合せに適切に対応できるようにすること）
・管理職から今年度の奨学金事務の課題について意見聴取。次年度の国への要望に活用

令和５年度末までの取組内容

・引き続き、各校の負担の状況を適宜把握
各学校の状況を踏まえ、国に負担軽減について以下の内容を働き掛け
　①学校の関与をより一層減らし、機構と保護者の直接の対応を原則とする
　②保護者からの問合せに適切に対応できるようにする

令和４年度末までの取組内容
令和２～４年度は、新型コロナウイルス感染の状況から全ての学校で中止
・今後も、さらなる実施予定人数の削減を警察学校に働き掛け

令和５年度末までの取組内容

評価 ○ 学校の負担軽減のため、志願先変更期間を２日から１日と半日に変更

管理職から今年度の奨学金事務の課題について意見聴取。次年度の国への要望に活用○

評価 ○

【県（☆）】教職員の日本学生支援機構の奨学金事
務負担を軽減するために、県として各学校の具体
的な懸案や課題、要望の把握に努めるとともに、機
構の取組状況を踏まえながら、国等へ働き掛けま
す。
（県立学校人事課、財務課、高校教育指導課）


